地域における「第3の学びの場」の役割とその意義 : 対馬市こども未来塾での学生実習を通じて by 笹川 貴吏子
- 79 - 
 
発表概要 
地域における「第 3 の学びの場」の役割とその意義 
 ―対馬市こども未来塾での学生実習を通じて 
 
 
笹川 貴吏子 
 
１．はじめに 
 本稿は、2016 年 12 月 11 日に対馬市で開催された「対馬学フォーラム 2016」での、筆者
のポスター発表の内容についてまとめたものである。筆者は、これまで 4 年にわたり、同
市の地域づくりや教育現場にて、フィールドワークを重ねてきた。今回の対馬学フォーラ
ムでは、2015 年度に参加した学生実習の内容をもとに、「対馬市こども未来塾」の役割と
その意義について考察を行いたい。対馬市では、地域住民や島おこし協働隊1、島外からの
大学生の連携のもと、夏季期間中に対馬市こども未来塾を実施している。この取り組みは、
学校でも家庭でもない「第 3 の学びの場」として、学習サポートや、交流の拠点といった
多面的な役割を果たしているといえる。本稿では、地域における第 3 の学びの場の役割と
その意義について筆者の考えを記したい。 
 
2．対⾺市こども未来塾概要 
 対馬市では、地域づくりを担う人材の育成、地域の実践活動の強化、持続可能な地域社
会の実現を目的に、地域と大学の連携による「域学連携事業」に取り組んでいる。筆者の
参加した 2015 年度には、①短期合宿、②現場学、③学術研究の三つの分野の活動が行われ
ており、対馬市こども未来塾は、②現場学の中の教育のテーマに位置づけられていた（対
馬市しまづくり戦略本部新政策推進課ほか 2015.5）。 
 対馬市こども未来塾には、小中学生を対象とした「夏休みこども寺子屋」と、高校生を
対象とした「学び舎つしま」の二種類のプログラムがある。両プログラムとも、夏季休暇
中に島内の数か所の地区で実施されていた。冒頭でもふれたように、対馬市こども未来塾
は家庭・学校教育のサポートを行う地域に開かれた第 3 の学びの場として、その役割が期
待されており、子どもたちの自主学習への意欲と学力向上を図ることを主な目的としてい
る。また、島外の若者との交流・対話を通して、ふるさとのすばらしさを知り、地域の未
来を考えることで、子どもたちの郷土愛を育むこともねらいの一つにある。 
 学生実習中、島外からの参加者は、講師として子どもたちの勉強のサポートを行うこと
に加え、親や教師などの「縦の関係」、友人や地域住民といった「横の関係」とは異なる、
「斜め上の関係」として、地域に新たな空気を送り込むことが求められている（対馬市し
                                                          
1 対馬市では総務省の地域おこし協力隊制度について「島おこし協働隊」という独自の名称を用いて呼んでい
る（矢崎 2012）。  
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まづくり戦略本部新政策推進課ほか 2015.5）。 
 
3．2015 年度学⽣実習参加内容 
 続いて、対馬市でのフィールドワークの詳細について記したい。筆者は、2015 年 8 月 9
日から 8 月 17 日までの期間、学生実習の参加者として本プログラムの運営支援に携わりな
がら、参与観察を行った。現地では、対馬市しまづくり戦略本部新政策推進課の受け入れ
のもと、現地指導者である元島おこし協働隊の細貝瑞季氏、コーディネーターの杉田洸平
氏の活動に同行させていただいた。筆者が携わったプログラムについては以下の通りであ
る。 
 
2015 年度学⽣実習 対⾺市こども未来塾参加内容 
プログラム内容 日時 場所 
こども寺子屋運営支援 8 月 10 日、8 月 17 日 比田勝 
学び舎つしま運営支援 8 月 11 日 仁位 
 
 学生実習の参加期間が盆の時期と重なっていたこともあり、プログラムへの参加回数は
少なかったものの、滞在中は筆者がこれまでに訪れたことのなかった下対馬の地域にも足
を運ぶことができた。一部の地域では、子どもたちだけでなく保護者の方にもお会いする
ことができ、対馬市の暮らしや教育、地域に対して、どのように感じているのかを伺うこ
とができた。実習では、各自の専門や関心を活かしたミニ講座と題する模擬授業の実施が、
参加した学生には求められており、筆者も同様に授業を行った。ミニ講座の中で筆者は、
滞在中に見つけた対馬の魅力を他地域との比較を交えながら子どもたちへ紹介し、外部の
目で見た対馬について報告を行った。 
 
4．⾵の⼈と⼟の⼈の学びあい  
 筆者にとって、三度目の対馬訪問となる 2015 年度のフィールドワークでは、過去のフィ
ールドワークと同様に、滞在中、新たに対馬の魅力を知る機会に恵まれていた。地域の方
との何気ない会話や島の暮らしに触れることで、自分の中に地域の姿が浮かび上がってく
るような不思議な感覚を毎度味わった。とりわけ、実習の中で子どもたちと過ごす時間は
毎回濃密で、いつも私のほうが対馬についてたくさんのことを教わっていたように思える。
しかしながら、最終日のミニ講座では、子どもたちの口から地域について「初めて知った」、
「ここは本当に対馬なの？」といった言葉を耳にすることが多々あった。地域づくりにお
いて「地元学」を提唱する吉本（2001）は、地域住民を「土の人」、外部者を「風の人」と
し、相互行為を通じて地域住民がその地域の固有の価値を再認識していくことの重要性を
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説いているが、学生実習での体験は、筆者に地域づくりにおける外部者の存在の重要性を
改めて実感させてくれた。 
 また、筆者はかねてから、農山村2の地域づくりに携わる中で、現場で感じる「地域の不
在」あるいは「地域との乖離」について問題意識を抱いている（笹川 2016）。小田切（2014）
は、今日の農山村が抱える問題を、「人」、「土地」、「むら」の三つの空洞化という表現で表
しており、それらの空洞化の根底に「誇りの空洞化」があることを指摘している。小田切
（2014）の言う「誇りの空洞化」とは、地域について「こんな田舎には何もない」と口に
してしまう住民の中の諦めや、自分たちの暮らす地域への無関心と言い表すことができる
が、筆者が抱いている問題意識もその意味では同じである。また、そのような「地域の不
在」は地域内だけではなく、地域外においても同様に言えることであると考えている（笹
川 2016）。 
 筆者は過去に、他地域にて地域づくりに携わっていた経験があるが、地域での生活を通
じて自身の価値観が大きく変化したのを覚えている。地域で出会った多様性や豊かさは、
「過疎」や「高齢化」といったネガティブな言葉で表象される農山村ではなく、しなやか
な強さを持つ可能性を秘めた地域の姿を教えてくれた。それは、知らぬ間に築き上げてい
た農山村への穿ったまなざしを正してくれるのと同時に、農山村という場が私たちの暮ら
しから乖離した存在であることを筆者に気づかせてくれた。 
 2015 年度の対馬市でのフィールドワークでは、先にも述べたとおり、筆者と同様に地域
に住む子どもたちについても、「不在」である地域の姿が浮かび上がっているような印象を
受けた。子どもたちから学ぶ地域の魅力、私が伝える地域の魅力。お互いが認識している
地域の像と、互いの視点が交わることで気づく地域の姿。つまるところ、地域における内
と外の交流の意義というのは、お互いの地域に対する「不在」を解消し、共に地域の価値
や魅力を見つけていくことにあるのではないだろうか。学生実習への参加を通じ、筆者は
地域における第 3 の学びの場が、私たちの中にある地域との「距離」や「不在」を埋め、
地域とのつながりを生み出す場として機能しているのを意識するようになった。 
 
5．考察 
 ここまで、2015 年度の学生実習での体験を交えながら、第 3 の学びの場の役割について
筆者の考えを記してきた。学生実習を通じ、対馬市こども未来塾が学習サポートの場とし
てだけではなく、地域の内と外との交流を促し、双方の中にある地域の「不在」を解消す
る上でも大きな役割を果たしている様子が窺えた。では、このことが今日の地域づくりに
おいて、どのような意味を持つのかについて考えてみたい。 
 地方創生が推進される今日、農山村が直面している課題に取り組むべく、政府や自治体、
企業、NPO といった様々な立場からの地域づくりが全国各地で実施されている。とりわけ、
                                                          
2 小田切（2009, 2014）は「農山村」について、地方部の都市的な地域を除くその他の地域を「農山村」とし、
その中でも特に山がちな地域を「中山間地域」と定義している。また、ここでの「農山村」には農村は含ま
れるが、平地農村と比較して、地形的、地理的には相対的に条件不利といわれる地域を表している。農林統
計の区分でいえば、「中山間地域」と概ね重なる概念であるが、それのみに限らずより幅広く何らかの条件不
利性を持つ地域を表現する総称として用いている。したがって、離島や遠隔地の平地農村や漁村なども対象
としている。 
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2014 年の日本創生会議・人口減少問題検討分科会によって公表された「消滅可能性自治体
リスト」3は、地方が抱えている問題を浮き彫りにし、地方創生のきっかけにもなった。地
方における人口減少問題は我が国の主要課題として認識されるようになり、農山村の地域
づくりへの垣根は低くなった。総務省の地域おこし協力隊制度をはじめに、外部者が地域
づくりに参加することは今では珍しくない。小田切（2014）は、近年の都市住民の農山村
への関心の高まりを「田園回帰」という言葉で表現しているが、ここでいう田園回帰とは、
農山村への移住を指す狭い概念ではなく、農山村に対して国民が多様な関心を深めていく
プロセスを指している。このような流れの中で、地域の魅力が見直され、私たちと農山村
との「距離」は以前よりも近づいているようにも思える。 
しかしながら、筆者は今日の地方創生による農山村へ関心の高まりは、その一方で私た
ちと農山村の「距離」を遠ざける恐れもありうると考えている。小田切（2014）は、増田
レポートに多用されている「選択と集中」という言葉について、農山村の切り捨てを正当
化する恐れがあると指摘しているが、筆者も同様に、増田レポートが地域を「活性化すべ
き対象」としてラベリングしてしまうのではないかと危惧している。このように、私たち
と農山村の間にある「距離」や「不在」は社会の中で絶えず生みだされ、そのことが地域
づくりをより難しくしていると筆者は考えている。 
 阿部（2004）は、持続可能な社会の構築には関係性を捉えなおすことで、途切れたつな
がりを回復していくことの必要性を説いているが、その上で他者とのかかわりを通して自
己の存在に気づくことや体験によってそのことを理解することの重要性を述べている。地
域づくりが外部者によってそこに住む地域住民の声を無視した一方的な行為として実施さ
れていたり、住民が地域に対して無関心な中で実施されている限り、地域づくりがうまく
いくことは難しいだろう。 
 
6．まとめ 
 地方創生という言葉が流布する今日、表面的な言葉で覆い隠されてしまう地域の人々の
存在や声、地域の姿に私たちはより注意して目を向けていく必要があるだろう。形骸化し
た言葉の下にあるありのままの地域の現場で、住民と外部者が相互に学びあい、地域の「距
離」や「不在」を無くしていくことがこれまで以上に求められている。このような点から
も、地域における第 3 の学びの場は、大きな意味を持っていると筆者は考えている。「対馬
こども未来塾」が、私たちの中の地域の「距離」や「不在」を解消する場として機能し、
対馬市の今後の地域づくりにどのような影響を与えるのかについて引き続き動向を探って
いきたい。 
 
 
                                                          
3 「消滅可能性自治体」リストは、日本創生会議・人口減少問題検討分科会の座長を務める増田寛也氏を中心
に作成されたことから「増田レポート」と呼ばれている。この「増田レポート」は一本の論文ではなく、2013
年から段階的に公表された複数のレポートや著作の総称である。「増田レポート」では、現在存在する約 1800
の市町村のうち、2040 年までに若年女性の数が半数以下に減少する 896 の自治体を「消滅可能性都市」と表
現し、その中でも人口が 1 万人を切る 523 の自治体は特に「消滅」の可能性が高いと結論付けた（増田 2014）。 
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7．対⾺学フォーラム 2016 に参加して 
 最後に、対馬学フォーラム 2016 に参加して感じたことについて記したい。筆者にとって
今年度の対馬学フォーラムへの参加は、公教育の役割を見直す上で大変重要な機会となっ
たように思える。これまで、公教育というとトップダウンの印象が強かったのだが、地元
の子どもたちの発表を見て、自分の中にある固定観念が覆されるのを感じた。子どもたち
の発表は大変素晴らしく、胸を打つ内容に溢れていた。涙を流しながら発表を聞く地域の
方を見て、対馬学フォーラムが大人にとっても貴重な学びの場であり、地域との出会いの
場であることもわかった。 
 また、地域外の参加者の研究発表に触れられたことも、大きな刺激であり、自身のディ
シプリンを見つめ直すきっかけにもなった。今回の経験を糧に、引き続き自身の研究や地
域づくりについて考えていきたい。 
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